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来
海
　
恵
子
 
議
員
 

吉
永
　
健
司
 
議
員
 

 吉
永
　
教
育
基
本
法
、
三
法
が
改
正
さ
れ

指
導
要
領
も
改
訂
さ
れ
る
。
見
解
は
。
ま

た
、
改
正
で
は
第
２
条
の
５
で
「
我
が
国

と
郷
土
を
愛
す
る
」
と
道
徳
教
育
を
強
く

明
記
さ
れ
た
。
日
本
に
生
ま
れ
育
っ
た
日

本
人
で
あ
る
が
、
国
旗
を
語
れ
ば
ア
レ
ル

ギ
ー
を
示
す
方
も
い
る
が
市
長
室
に
国
旗

は
掲
揚
し
て
あ
る
の
か
。
公
共
施
設
で
は

国
旗
、
市
旗
を
常
掲
す
べ
き
で
は
。
ま
た
、

日
本
語
が
大
変
乱
れ
て
き
て
い
る
現
在
、

国
語
の
教
諭
だ
け
で
大
丈
夫
か
。
 

教
育
長
　
指
導
要
領
の
改
訂
で
は
基
礎
学

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
重
要
視
し
、
文

化
と
伝
統
、
国
際
社
会
人
と
し
て
の
知
識

を
育
て
、
心
情
面
や
判
断
面
な
ど
の
心
の

教
育
を
し
っ
か
り
や
る
事
と
捉
え
、
国
旗

は
生
涯
学
習
施
設
で
は
、
基
本
的
に
は
常

掲
を
し
て
い
る
。
学
校
施
設
で
は
休
校
日

以
外
は
常
掲
す
る
状
況
に
な
る
。
国
語
が

乱
れ
て
い
る
事
は
事
実
で
あ
る
。
 

市
長
　
掲
揚
し
て
い
な
い
。
施
設
は
現
状

を
研
究
し
て
み
た
い
。
 

　
 

 吉
永
　
水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
（
品
目

横
断
）
の
現
状
と
対
策
は
。
ま
た
大
豆
、

麦
の
新
規
作
付
け
（
緑
ゲ
タ
）
に
不
公
平

感
の
声
や
米
に
対
す
る
対
策
は
。
 

産
業
振
興
部
長
　
販
売
価
格
の
低
迷
に
よ

る
生
産
コ
ス
ト
に
合
わ
な
い
部
分
が
あ
り
、

い
か
に
収
益
の
で
る
作
付
け
に
し
て
い
く

か
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。
19
年
度
よ
り

県
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
よ
り
収

入
減
少
緩
和
対
策
と
し
て
価
格
補
填
制
度

が
あ
る
。
 

坂
本
　
武
人
 
議
員
 

木
場
田
孝
幸
 
議
員
 

 

坂
本
　
集
落
内
開
発
制
度
が
６
月
よ
り
運

用
開
始
と
な
る
。
２
年
前
か
ら
一
般
質
問

で
制
度
に
つ
い
て
議
論
し
て
き
て
い
る
が
、

運
用
開
始
に
際
し
、
改
め
て
ど
う
い
っ
た

制
度
な
の
か
説
明
を
願
い
た
い
。
 

都
市
建
設
部
長
　
こ
れ
ま
で
市
街
化
を
抑

制
し
住
宅
等
の
建
築
を
厳
し
く
制
限
さ
れ

て
い
た
市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
い
て
、

50
戸
以
上
が
連
端
し
て
い
る
集
落
で
、
建

物
の
敷
地
間
が
50
ｍ
以
内
に
あ
た
る
地
域

に
、
住
宅
及
び
5
0
0
㎡
以
内
の
店
舗
等

が
農
業
者
以
外
で
も
誰
で
も
建
設
が
可
能

に
な
る
と
い
う
制
度
で
あ
り
ま
す
。
 

坂
本
　
今
回
条
件
を
満
た
す
地
域
は
全
て

区
域
指
定
を
行
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
そ

の
総
面
積
及
び
筆
数
は
い
か
ほ
ど
に
上
る

の
か
伺
い
た
い
。
ま
た
今
回
、
条
件
に
満

た
ず
、
指
定
に
漏
れ
た
地
域
が
あ
れ
ば
確

認
を
頂
き
た
い
。
 

都
市
建
設
部
長
　
一
部
指
定
に
外
れ
た
地

区
も
合
わ
せ
ま
す
と
、
旧
合
志
で
中
林
、

新
古
閑
、
新
迫
、
旧
西
合
志
で
小
合
志
、

黒
松
、
城
が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
れ

か
ら
総
面
積
は
18
の
指
定
区
域
で
約
１
千

74 
ha
、
ま
た
筆
数
は
約
１
万
８
千
５
百
筆

で
あ
り
ま
す
。
 

坂
本
　
集
落
内
開
発
制
度
の
目
的
は
、
調

整
区
域
内
の
人
口
減
少
傾
向
を
食
い
止
め
、

活
性
化
を
促
す
こ
と
に
あ
り
、
重
視
し
た

い
も
の
だ
が
、
市
長
は
既
存
集
落
の
将
来

展
望
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
か
伺
い

た
い
。
 

市
長
　
農
地
保
全
は
前
提
と
し
て
、
以
外

の
区
域
は
相
応
の
活
用
が
必
要
だ
と
感
じ

て
お
り
ま
す
の
で
、
総
合
的
な
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
な
が
ら
土
地
利
用
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
 

木
場
田
　
入
札
制
度
及
び
工
事
発
注
の
現

況
に
て
、
総
合
評
価
方
式
の
導
入
に
つ
い

て
の
指
導
は
、
又
、
今
後
の
対
応
は
。
 

総
務
企
画
部
長
　
国
土
交
通
省
に
よ
る
地

方
公
共
団
体
向
け
の
、
総
合
評
価
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
が
示
さ
れ
、
市
町
村
向
け
の
簡
易

型
、
総
合
評
価
方
式
導
入
が
求
め
ら
れ
県

か
ら
の
呼
び
か
け
指
導
も
あ
り
ま
す
。
社

会
資
本
の
確
か
な
品
質
を
確
保
す
る
事
や
、

技
術
と
経
営
に
優
れ
地
域
に
貢
献
す
る
建

設
会
社
の
発
展
、
地
域
力
ア
ッ
プ
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
為
、
今
後
検
討
を

進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

市
長
　
総
合
評
価
方
式
は
、
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
見
て
業
者
選
定
を
す
る
こ
と
で

す
が
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
経
験
、

力
量
も
必
要
な
た
め
に
担
当
部
署
、
企
画

財
政
課
や
現
場
の
主
管
課
に
十
分
勉
強
さ

せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

木
場
田
　
市
発
注
工
事
に
よ
る
、
地
場
企

業
の
育
成
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
 

総
務
企
画
部
長
　
健
全
な
中
小
企
業
の
育

成
は
重
要
で
あ
る
と
理
解
し
地
元
業
界
を

中
心
に
競
争
原
理
を
生
か
し
て
中
小
企
業

の
育
成
を
図
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
今

後
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
 

市
長
　
地
場
企
業
育
成
は
再
三
話
し
て
き

て
い
る
。
分
離
発
注
し
て
、
多
く
の
業
者

さ
ん
へ
と
、
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
一

層
、
地
場
企
業
の
育
成
、
技
術
力
の
向
上

等
に
含
め
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
 

食
 
糧
 
危
 
機
 

入浴者のいない広々とした福祉会館の風呂 

合志庁舎に常掲されている国旗・市旗 
市が発注する公共工事 　　 側溝整備 西合志中学校 

来
海
　
福
祉
会
館
（
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
内
）
の
位

置
づ
け
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。 

健
康
福
祉
部
長
　
福
祉
会
館
は
、
条
例
で
市

民
の
福
祉
を
高
め
、
心
身
の
健
康
と
教
養
の

向
上
を
図
る
た
め
設
置
す
る
と
あ
り
ま
す
が
、

新
市
に
な
っ
て
か
ら
は
社
会
福
祉
協
議
会
の

支
所
と
し
て
指
定
管
理
者
の
指
定
を
行
っ
て

お
り
、
現
状
は
、
風
呂
の
利
用
と
貸
し
館
業

務
が
ほ
と
ん
ど
で
、
旧
町
時
代
の
福
祉
の
拠

点
と
い
う
機
能
は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
み
ど
り

館
に
移
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。 

来
海
　
福
祉
会
館
の
利
用
者
数
と
、
年
間
の

維
持
費
は
。 

健
康
福
祉
部
長
　
平
成
１８
年
度
が
１
万
６
千

１
百
９４
件
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
料
と

し
て
４１
万
５
千
円
支
払
っ
て
い
ま
す
。
平
成

１９
年
度
は
１
万
７
千
４
百
４７
件
で
委
託
料
は

同
じ
で
す
。 

来
海
　
風
呂
の
入
浴
者
数
・
料
金
収
入
と
の

費
用
支
出
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。 

健
康
福
祉
部
長
　
平
成
１８
年
度
の
風
呂
の
利

用
者
数
は
一
日
平
均
約
１３
件
、
年
間
の
利
用

料
金
は
９７
万
１
千
円
、
入
浴
料
金
は
市
内
２

百
円
、
市
外
４
百
円
で
す
。
平
成
１９
年
度
の

利
用
者
数
は
一
日
平
均
約
１１
件
、
年
間
利
用

料
は
８５
万
５
千
６
百
円
で
す
。
重
油
代
と
清

掃
費
に
つ
い
て
は
、
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
本
体
と
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

来
海
　
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
が
管
理
し
て
い
て
も
福

祉
会
館
を
運
営
し
て
い
る
以
上
、
ど
れ
く
ら

い
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
か
把
握
し
て
お
く

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
一
応
、
水
道
・
電
気
・
重
油
・
清
掃
な
ど

を
面
積
換
算
し
て
も
ら
う
と
、
年
間
で
約 

４
６
０
万
円
か
か
る
と
聞
き
ま
す
。
利
用
者

減
、
経
費
が
か
さ
む
中
で
、
費
用
対
効
果
も

考
え
、
多
く
の
方
の
利
用
を
得
る
た
め
に
風

呂
を
改
装
し
て
、
別
の
用
途
に
利
用
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

健
康
福
祉
部
長
　
風
呂
の
利
用
を
中
止
し
て
、

旧
合
志
地
区
の
福
祉
の
多
機
能
窓
口
、
例
え

ば
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
の
分
室
や
、
要
支
援

者
等
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
と
し
て
利
用

す
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 


